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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第２四半期 
連結累計期間

第42期
第２四半期 
連結累計期間

第41期
第２四半期 
連結会計期間

第42期 
第２四半期 
連結会計期間

第41期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日 
至  平成20年 
    ９月30日

自 平成21年
    ４月１日 
至  平成21年 
    ９月30日

自 平成20年
    ７月１日 
至  平成20年 
    ９月30日

自 平成21年 
    ７月１日 
至  平成21年 
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日 
至  平成21年 
    ３月31日

売上高 (百万円) 63,469 61,442 33,690 33,131 134,263

経常利益 (百万円) 3,222 2,117 2,246 1,321 9,523

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,654 788 1,139 564 3,961

純資産額 (百万円) ― ― 90,385 90,371 89,946

総資産額 (百万円) ― ― 112,879 113,373 114,210

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,759.82 1,802.57 1,794.31

１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) 32.29 15.79 22.28 11.30 78.10

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) 32.08 15.77 22.07 11.28 77.95

自己資本比率 (％) ― ― 79.6 79.4 78.5

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 1,831 3,477 ― ― 7,666

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △6,442 △4,405 ― ― △9,347

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △1,308 △1,907 ― ― △4,347

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) ― ― 29,602 26,521 29,267

従業員数 (名) ― ― 3,409 3,538 3,415
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当社グループは、当社、子会社15社(間接保有１社を含む)及び関連会社６社より構成され、ソフトウェ

アの開発及び情報処理サービスの提供、システム販売並びに情報通信ネットワークの構築・運営管理を中

心にITサービス事業を行っております。なお、親会社である住友商事㈱は大口得意先であります。 

平成21年９月１日付にて、当社は連結子会社であるエンプレックス㈱から既存事業を譲り受けておりま

す。なお、エンプレックス㈱は平成21年８月31日開催の同社株主総会にて解散の決議を行っております。

  

  

当社グループにおける事業部門別３区分(業務系ソリューション、ERPソリューション、プラットフォー

ムソリューション)の事業展開の状況は、次のとおりであります。 

  

業務系ソリューション 

流通業、製造業、金融業を中心とした、長年の豊富な実績と業務ノウハウの蓄積を活用して、顧客の

ニーズに対応したシステムインテグレーションビジネスを総合的に提供しています。 

  

(主な子会社) 

Sumisho Computer Systems(USA), Inc.、 

SUMISHO COMPUTER SYSTEMS(EUROPE)LTD.、 

SCSソリューションズ㈱、 

住商信息系統(上海)有限公司、住商信息系統(大連)有限公司、 

㈱アライドエンジニアリング、Sumisho Computer Systems(Asia Pacific)Pte.Ltd. 

  

ERPソリューション 

自社開発・他社開発のERP(Enterprise Resource Planning)パッケージを始めとした、経営意思決定

のサポートソリューションを提供しています。中堅・中小企業を中心に自社開発パッケージ

「ProActive」、大企業を中心に海外のERPパッケージを提供しています。 

  

(主な子会社) 

朝日アイティソリューション㈱ 

  

プラットフォームソリューション 

ITソリューション構築に関わるインフラ設計から保守・運用まで、親和性の高いハードウェア・ソフ

トウェアの選定、ネットワーク・セキュリティ強化ソリューション等の一気通貫のサービス提供を行っ

ており、顧客志向のワンストップソリューションの実現による高付加価値を提供しております。 

  

(主な子会社) 

㈱カール、ヴィーエー・リナックス・システムズ・ジャパン㈱ 

  

２ 【事業の内容】
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なお、当社グループにおいて前連結会計年度まで継続して開示しております、従来の事業部門別区分

(ソフトウェア開発・情報処理・システム販売)ごとの事業概要は、次のとおりであります。 

  

(1) ソフトウェア開発 

当社グループにおいては、広範な業種の顧客に、コンピュータシステム及び通信ネットワークシス

テムのコンサルティング並びにソフトウェア開発において、最新の情報通信技術と長年蓄積された豊

富な業務ノウハウにより、一貫した信頼性の高いトータルソリューションサービスを提供しておりま

す。 

  

(主な子会社) 

Sumisho Computer Systems(USA), Inc.、SUMISHO COMPUTER SYSTEMS(EUROPE)LTD.、SCS ソリューシ

ョンズ㈱、ヴィーエー・リナックス・システムズ・ジャパン㈱、朝日アイティソリューション㈱、住

商信息系統(大連)有限公司、㈱アライドエンジニアリング、Sumisho Computer Systems(Asia 

Pacific)Pte.Ltd. 

  

(2) 情報処理 

当社グループにおいては、東京、大阪の３つの専用センタービルに、コンピュータ、通信ネットワ

ーク設備を装備し、安全対策基準に則って運営しております。更に、長年の経験と培われたノウハ

ウ、「ISO9001」をベースにした運用管理技術によって、アウトソーシング業務体制を確立し、安全

で、信頼性の高いコンピュータ、通信ネットワークシステムの保守・運用サービスを提供しておりま

す。 

  

(主な子会社) 

Sumisho Computer Systems(USA), Inc.、SUMISHO COMPUTER SYSTEMS(EUROPE)LTD.、住商信息系統(上

海)有限公司、Sumisho Computer Systems(Asia Pacific)Pte.Ltd. 

  

(3) システム販売 

当社グループにおいては、各メーカーの各種サーバ、クライアント機器、ストレージ機器、通信ネ

ットワーク関連機器及びパッケージ・ソフトウェア商品等を組み合わせ、最適ソリューションとして

販売しております。 

  

(主な子会社) 

㈱カール 
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事業の系統図は、次のとおりであります。 

  

 

  

当第２四半期連結会計期間において、平成21年９月１日付にて、当社は、連結子会社であるエンプレッ

クス㈱から既存事業を譲り受けております。なお、エンプレックス㈱は平成21年８月31日開催の同社株主

総会にて解散の決議を行っております。 

 
(注) 役員の兼任等の当社役員には執行役員を含めて記載しております。 

  

(1) 連結会社の状況 

 
(注)  従業員数は就業人員であります。 

  

  

(2) 提出会社の状況 

 
(注)  従業員数は就業人員であります。 

３ 【関係会社の状況】

名称 住所
資本金又は
出資金 
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の所有 
(被所有)割合 

(％)
関係内容(注)

(連結子会社)  

エンプレックス㈱ 東京都中央区 427 
パッケージソ
フトの開発・
販売 

63.0 

当社はCRM(顧客情報管理シ
ステム)パッケージソフトウ
ェアを仕入れております。 
役員の兼任等…無 

４ 【従業員の状況】

 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 3,538

 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 3,215
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平成20年11月12日

住商情報システム株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住

商情報システム株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、住商情報システム株式会社及び連結子会社

の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累

計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

   

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    村  尾     裕    印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    杉  浦  宏  明    印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    山  本  勝  一    印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



  

平成21年11月10日

住商情報システム株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住

商情報システム株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、住商情報システム株式会社及び連結子会社

の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累

計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

追記情報 

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四

半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用

している。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    村  尾     裕    印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    森     俊  哉    印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    山  本  勝  一    印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年11月12日 

【会社名】 住商情報システム株式会社 

【英訳名】 Sumisho Computer Systems Corporation 

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長兼社長 中 井 戸 信 英 

【最高財務責任者の役職氏名】 ― 

【本店の所在の場所】 東京都中央区晴海１丁目８番12号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 



当社代表取締役会長兼社長中井戸信英は、当社の第42期第２四半期(自平成21年７月１日至平成21年９

月30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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